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1.2.6 IT推進委員会行動成功要因分析図

凡　例

記　号 説　明

主従関係

相互関係

矛盾関係

赤字
内容が不明確であり、書いた本人に

意図・意味の確認が必要なもの

ＩＴ推進委員会：川口市の各課の課長等により構成
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市民の意識改革と協働を進める

都市環境整備を進める

内部組織の意識・構造改革に努める

町会の人達と職員の相
互の理解を深める

町会相談員の見直し→
市会議員との関連

基幹業務班

市民ボランティア委託の
活用

市民ニーズの把握

非営利活動法人ガーディ
アンなどの支援

ゴミの減量化

緑の豊かさを市域全体
に拡大する

下水道整備

公園・道路を整備し災害
時に備える

公共工事は広く浅くでは
なく、重点地区を決め、
集中的に資金投下する

一人の職員による多業
務への対応

市の組織が縦割りになら
ないように特別チームを
作る

関係課との情報交換

財政改革を進める

派遣職員を増やし、人件
費の圧縮を図る

税収確保

防災対策を進める

地域（地区）防災を市民
協働でつくる

防災の連絡会議を常設
し、定期的に啓発を行う

高齢・介護医療を重点化する

障害者施設の整備

障害者の就労支援 特養ホームの定員増

福祉施設の充実・拡大

多様なＰＲに努める

川口市ブランドのＰＲ 情報を公開し、市の実情
を知ってもらう

市の重点施策を優先順
位を決めて公開する

指定管理者制度の導入
により民間委託を推進す
る町会と行政の役割をお

互いに認識できるように
する

基準・取り扱いを市民に
公開する
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防災・防火対策を進める

災害時の協力団体とのき
め細かい打合わせ

危機管理対策の充実を図
り、安全・安心な水道を保
持する？

時間50ミリの降雨に対応で

きる街づくり

災害時の出動体制の確立

災害時の行動計画マニュ
アルを市民と協働作成

町会単位で防犯組織の確
立

ITを推進する

県全体がITについて発展するようにする

組織の意識・行動改革に努める

課題への積極的な取り
組み

働きやすい職場環境を
作る

職員の意識改革や市民
参加等で、経営の安定
化を図る

積極的な組織改正のた
め人員削減策の提案を
出させる

職員の意識改革につい
て好感を高めるため研
修を行なう

市民の意識改革と協働を進める

市民の協働参画のあり
方

地域コミュニティーが希
薄になっているのでその
解決

活力・活気ある街づくり

ボランティア団体への支
援

町会組織を強化する

財政改革を進める

財源確保

行政・財政改革を進め
る

予算配分の再検討

都市環境整備を進める

河川・下水等の整備を
早急に図る

緑の保全・活用を図る

ボランティアの参加によ
る災害対策の充実を図り、
安全・安心な街をめざす

市民サービスの向上の
ため市民の思いを把握し、
市民参加のもと魅力ある
街をつくる

町会と市とのパイプ作り
を充実させる

職人の意識改革をし、自
ら進んで提案できる職員
の養成

各職場において技術的
な人材を採用する

市内における犯罪の増加
をとめる

街づくりにおける災害対策
の強化安全・安心なまちをつくる

きめ細かい市民サービスを向上する

施設の有効活用を図る

内部管理業務班
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その他業務班

市民の意識改革と協働を進める

都市環境整備を進める

内部組織の意識・構造改革に努める

行政と市民との協働で事
業を推進

早稲田大学との連携によ
り、行政施策の充実を図る

市民参加のまつづくりを
進める

市民と行政間での情報
の共有をされに進める

市民・企業・行政が一体
となる組織作り

交通情報の発信の充実 全ての公の施設の廃止
を含めた検討を進める

買い物や生活など川口
市に来て良かったと思う
街づくりに努める

職場環境改善をする 職員の意識改革とモチ
ベーションをさらに強化
するための研修の実施

職員の政策立案能力を
向上させる

財政改革を進める

事業の継続性を保ちな
がら費用の削減を図る

財政当局が現場を知る
こと

防犯・防災対策を進める

防災・交通対策の整備 災害廃棄物処理体制の
確立

高齢・介護医療を重点化する

健康管理の意識の高揚
を進める

多様なＰＲに努める

FC（フィルム・コミッション）

を活用した市のイメージ
アップを図る

無駄を省き、広報紙面の
充実に努める（カラー面、
多くの情報、etc）

市民の意識改革を進め
る（情報公開の推進）

学校と地域の一体環境

防災・防犯対策を進める
（職員全員の防災訓練）

災害に即応できる細か
い体制を作る

防災・防犯体制の強化、
市民と市の協働

市民の防犯意識の高揚
を図る（各種教室の開催）

市民の安心・安全を確
保する（防犯パトロール
の強化）

学校の防災・防犯対策

市民参加型の市政運営

市民との訓練の場を多く
設けるか、検収を多く開催

市民・事業者・行政の協
働によるまちづくり

市民参加のまちづくり機
構（21世紀フォーラムを

創設）

新住民の力を活用する

地域との連携による事業
の展開を図る

職員事業に対する意識
改革

職員の法制執務堅守の
実施

部局横断的なチームを
つくる

横の動きができる組織改
革

財政改革の意図を明示
する（ある意味一方的）

産業を活性化する

モノづくりの楽しさを周知
する

商店街の活性化
・プレミアム商品券の発　
　行支援
・商店街の整備を推進

産業の活性化
・少人数思私募債発行支
援
・企業・事業所への融資
の充実

就業対策を進める

ニート対策を進める

防災ICTの強化・拡充

ITを推進する

情報化の充実

子育て支援を図る

子育て支援の充実 子育て支援、外国人支
援に努める

交通の利便性の活用 区画整理事業に対する
権利者意識の変化

都市のインフラ整備

交通網の充実

地下鉄開通を期間とした
地域開発

科学部室に対する情報
共有化

中高一貫校の設置

総合教育センターの設
置

地域との連携した学校づ
くり

環境問題に対する施策
を強化する

環境対策に対する思い
が希薄であるので、再考
する

地球温暖化防止を市民
と協働で進める

地球温暖化対策の推進

し全域のバランスの取れ、
特徴を活かした都市基
盤整備

地下鉄開通を期間とした
地域開発

公害のない街づくり

ごみ減量化手法の検討
を進める
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